
設計者名、押印、資格、番号を忘れずに記入する。

凡例を忘れず記入する。

基礎伏図には基礎の配置、寸

法、構造方法と材料の種別、寸

法を明示する。

杭又は地盤改良の場合は、配

置や仕様等を記入する。

境界線との離れを記入する。

境界線との離れを記入する。

境界線との離れを記入する。

人通口補強図を別途記入する。

土台の継手位置を別途確認する。

敷

地

境

界

線

敷地

境界線



設計者名、押印、資格、番号を忘れずに記入する。

凡例を忘れず記入する。

各階床伏図には構造耐力上主

要な部分である部材（接合部を

含む）の位置、寸法、構造方法と

材料の種別、開口部の位置、形

状・寸法を明示する。

各階床伏図には構造耐力上主

要な部分である部材（接合部を

含む）の位置、寸法、構造方法と

材料の種別、開口部の位置、形

状・寸法を明示する。

床の仕様を別途木造工事標準仕様書に記入する。

木造工事標準仕様書が添付されない場合は、床伏図に記入する。



設計者名、押印、資格、番号を忘れずに記入する。

凡例を忘れず記入する。

各階床伏図には構造耐力上主

要な部分である部材（接合部を

含む）の位置、寸法、構造方法と

材料の種別、開口部の位置、形

状・寸法を明示する。

小屋伏図には構造耐力上主要

な部分である部材（接合部を含

む）の位置、寸法、構造方法と材

料の種別、開口部の位置、形

状・寸法を明示する。

床の仕様を別途木造工事標準仕様書に記載する。

木造工事標準仕様書が添付されない場合は、床伏図に記載する。



凡例を忘れず記入する。

設計者名、押印、資格、番号を忘れずに記入する。

軸組図は２面以上必要で、構造

耐力上主要な部分である部材

（接合部を含む）の位置、寸法、

構造方法と材料の種別、開口部

の位置、形状・寸法を明示する。

別途、構造詳細図に以下の項目を記入する。

・ 屋根ふき材、内装材、外装材、張壁その他これらに類する建築物の部分の構造方法

・ 屋根ふき材の種別

・ 柱の有効細長比

・ 構造耐力上主要な部分である軸組等の構造方法

・ 構造耐力上主要な部分である継手又は仕口の構造方法

・ 外壁のうち、軸組が腐りやすい構造である部分の下地

・ 構造耐力上主要な部分である部材の地面から１ｍ以内の部分の腐食又は防蟻措置



設計者名、押印、資格、番号を忘れずに記入する。

凡例を忘れず記入する。

凡例を忘れず記入する。
等級を必ず記入する。
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